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糖尿病対策に係る中間とりまとめ（案） 

 

 

本検討会における議論の内容を踏まえ、第８次医療計画の「疾病・事業及び在宅医療に

係る医療体制構築に係る指針」等の見直しが必要と考えられる事項を中心に、意見のとり

まとめを行う。 

 

 

１．糖尿病対策に係る他計画との連携等を含めた診療提供体制について 

① 見直しの方向性 

○ 国民健康づくり運動プラン（健康日本 21）や医療費適正化計画の見直しに係る検

討状況、重症化予防や治療と仕事の両立支援に係る取組状況等を踏まえ、見直しを

行う。 

○ その他、診療提供体制に係る記載について、厚生労働科学研究の内容等を踏ま

え、必要な見直しを行う。 

 

② 具体的な内容 

○ 健診後の受診勧奨や、健診後の医療機関受診状況等に係るフォローアップに係る

取組を引き続き推進する。 

○ 治療等に係る記載について、更新された糖尿病に係るガイドラインにおける記載

内容や調査・研究の結果等を踏まえ、内容を更新する。特に、高齢者糖尿病に関す

るコントロール目標等が設定されたことにも留意する。 

○ 研究班や関係学会で整理された、かかりつけ医から糖尿病専門医への紹介基準、

その他関係する専門領域への紹介基準等も踏まえ、合併症の重症化予防に係る医療

機関間連携を含む取組を引き続き推進する。 

○ 厚生労働省で作成したガイドラインの内容も踏まえ、治療と仕事の両立支援に係

る取組を引き続き推進する。 

○ 患者及びその家族等に対する教育や、国民に対する正しい知識の普及啓発等に係

る取組を引き続き推進する。 

○ 糖尿病の動向や治療の実態を把握するための取組を引き続き推進する。 

 

 

２．新型コロナウイルス感染症拡大時の経験を踏まえた今後の糖尿病医療体制について 

① 見直しの方向性 

○ 今回の新型コロナウイルス感染症拡大時の経験も踏まえ、地域の実情に応じて、

多施設・多職種による重症化予防を含む予防的介入や、治療中断対策等を含む、よ

り継続的な疾病管理に向けた診療提供体制の整備等を進める観点から、必要な見直

しを行う。 
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② 具体的な内容 

○ 感染症流行下でも、糖尿病患者が適切な医療を受けられるような体制整備を進め

る。 

○ ICTの活用や在宅医療との連携を含めた継続的・効果的な疾病管理に係る検討を

進めとともに、遠隔診療による対応が可能な糖尿病患者の病態像の整理を進める。 

 

 

３．糖尿病対策に係る指標の見直しについて 

① 見直しの方向性 

○ 第８次医療計画における糖尿病対策に係る指標については、厚生労働科学研究に

おいて提案された指標案及びこれまでの議論を踏まえ、見直しを行う。 

○ 具体的な方向性は、以下のとおりとする。 

・ 「糖尿病の予防」「糖尿病の治療・重症化予防」「糖尿病合併症の発症予防・治

療・重症化予防」の３項目を軸として整理する。 

・ 「専門家数」又は「専門医療機関数」のいずれも用いうる指標については、医

療提供体制の整備という観点から「専門医療機関数」を採用する。 

・ 「比率」又は「実数」のいずれも用いうる指標については、都道府県間での比

較を可能とする観点から、原則として「人口 10万人あたりの比率」を採用する。 

ただし、「１型糖尿病に対する専門的治療を行う医療機関数」「妊娠糖尿病・糖

尿病合併妊娠に対する専門的な治療を行う医療機関数」等、「人口 10万人あた

り」を母数とすることが必ずしも適当でなく、かつ、適切な母数（母集団）の設

定が難しい指標については「実数」を用いることとする。 

また、「HbA1cもしくは GA検査の実施」や「重傷低血糖の発生率」等、糖尿病

患者を対象とした検査の実施及び糖尿病患者における合併症の発生については、

母数として「糖尿病患者数」を用いることする。 

 

② 具体的な内容 

○ 別添の指標例（資料１－２）を参照。 

 

 

４．今後検討が必要な事項について 

○ 高齢者の糖尿病の実態把握等について引き続き検討する 

 

 

（以上） 


